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平成30年度　長崎大学２次試験前期日程 (数学問題)

平成30年2月25日

• 教育A・経済・水産・環境科学部は， 1 , 2 数 I・II・A・B (80分)

• 教育B・薬学部は， 3 , 4 , 5 , 7 数 I・II・III・A・B (120分)

• 工・歯学部は， 3 , 4 , 5 , 6 数 I・II・III・A・B (120分)

• 医学部は， 3 , 4 , 7 , 8 数 I・II・III・A・B (120分)

1 以下はそれぞれ個別の問題である．各問いに答えよ．

(1) 関数 f(x) =
1

3
x3 − 1

2
x2 − 2x +

5

6
の極値を求めよ．さらに，3次方程式

f(x) = kが，異なる正の解を 2個，負の解を 1個もつように，定数 kの値
の範囲を定めよ．

(2) 0 < θ < πで tan θ = −2
√

2のとき，cos θと cos
θ

2
の値を求めよ．

(3) 数列 {an}の初項から第 n項までの和を Snとする．

Sn = 6n− 2an (n = 1, 2, · · · )

が成り立つとき，初項 a1および一般項 anを求めよ．

(4) 座標平面上に原点O，点A(5, 2)，点B(11, 10)がある．条件
−→
AP·−→BP = 0

を満たす点P(x, y)の軌跡を求めよ．さらに，|−→OP|の最大値と最小値，お
よびそのときの Pの座標をそれぞれ求めよ．

2 関数 f(x)を

f(x) =

{
x2 (x < 0)

2x2 (x = 0)

と定義する．曲線 C : y = f(x)の上に 2点A(−a, a2)，B(a, 2a2)がある．た
だし，aは正の定数とする．以下の問いに答えよ．

(1) 直線ABの方程式を求めよ．また，線分ABの長さを求めよ．

(2) 曲線Cと直線ABで囲まれる図形の面積 Sを求めよ．

(3) 2点A，Bにおける曲線Cの接線を，それぞれ `，mとする．`，mの方程
式を求めよ．さらに，`とmの交点Dの座標を求めよ．

(4) 直線ABと直線 `が直交するように，aの値を定めよ．このとき，曲線C

と 2直線 `，mとで囲まれる図形の面積 T を求めよ．
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3 以下はそれぞれ個別の問題である．各問いに答えよ．

(1) 数列 {an}の初項から第 n項までの和を Snとする．

Sn = 6n− 2an (n = 1, 2, · · · )

が成り立つとき，初項 a1および一般項 anを求めよ．

(2) sin
α− β

2
= Aとするとき，

(cos α− cos β)2 + (sin α− sin β)2

の値をAを用いて表せ．

(3) 方程式
log2 x2 = 2 + log2 |x− 2|

を解け．

(4) 関数 f(x)を

f(x) =

{
x2 + x (x < 0)

x (x = 0)

と定義する．「微分係数の定義」にしたがって，f(x)の x = 0における微
分係数を求めよ．
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4 半径 aの円が x軸上を滑ることなく正の方向に回転していくとき，円周上の 2

つの定点 PとQの運動について考える．時刻 t = 0のとき Pは原点Oにあり，
Qは点 (0, 2a)にある．円は毎秒 1ラジアンの速さで回転する．このとき，点
Pの時刻 tにおける座標 (x, y)は

x = a(t− sin t), y = a(1− cos t)

で表される．以下の問いに答えよ．

O

y

xat

t

C

P

Q

2a

(1) 時刻 tにおける円の中心Cと点Qの座標を，それぞれ求めよ．

(2) 時刻 tにおける点Pの速度ベクトル
−→
vP =

(
dx

dt
,

dy

dt

)
を求めよ．また，時

刻 tが 0 5 t 5 2πの範囲において，速さ |−→vP|の最大値と最小値，および
その時の Pの座標を求めよ．

(3) 時刻 tにおける点Qの速度ベクトル
−→
vQを求めよ．さらに，内積

−→
vP·
−→
vQを

求めよ．

(4) 時刻 t =
π

2
から t =

3π

2
までの間に点 Pが動く道のり LPと，点Qが動く

道のり LQを，それぞれ求めよ．

5 関数 f(x) =
1

3
x3− x + 2がある．曲線C : y = f(x)の変曲点をPとする．以下

の問いに答えよ．

(1) 関数 y = f(x)の増減および凹凸を調べ，極値および Pの座標を求めよ．

(2) 曲線C上の点Pにおける接線を `とする．また，Pを通り `に垂直な直線
をmとする．`，mの方程式を求めよ．

(3) 直線mと曲線 C との交点で，Pと異なる点をQ，Rとする．ただし，Q

の x座標はRの x座標より小さいものとする．このとき，Cと線分PRと
で囲まれる図形 F の面積 Sを求めよ．

(4) Pを通り，図形 F の面積を 2等分する直線の方程式を求めよ．
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6 三角形OABにおいて

OA = a, OB = b, ∠O = θ

とおく．ただし，0 < b 5 a，0 < θ < πであ
る．また，点CとDは，それぞれ，直線OAと
OB上にあり，CB⊥OA，DA⊥OBを満たす．

　 B

O C A

Q

D

−→
OA = ~a，

−→
OB = ~bとするとき，この三角形の外心Pについて調べる．以下の問

いに答えよ．

(1)
−→
OCを a，b，θ，~aを用いて表せ．また，

−→
ODを a，b，θ，~bを用いて表せ．

(2) OAのAを通る垂線と，OBのBを通る垂線との交点をQとする．このとき，−→
AQ = `

−→
CB，

−→
BQ = m

−→
DAとなる実数 `，m がある．

−→
OA+

−→
AQ =

−→
OB+

−→
BQ

であることに注意して，`とmの値を a，b，θを用いて表せ．

(3) Qが (2)の点であるとき， −→
OQ = p~a + q~b

となる実数 p，qがある．pと qの値を a，b，θを用いて表せ．また，

−→
OP = r~a + s~b

を満たす rと sの値を a，b，θを用いて表せ．

7 tを正の実数とし，複素数平面上に 2点A(t)，B

(
−1

t

)
がある．等式

t

∣∣∣∣z +
1

t

∣∣∣∣ =
1

t
|z − t| (a)

を満たす点P(z)の全体が表す図形をF とする．下の小問 (1)から (4)を通して
F がどのような図形を表すか調べたい．以下の問いに答えよ．

(1) AとBはどちらも図形 F の点ではないことを示せ．

(2) t = 1ならば，F はどのような図形を表すか．

(3) t 6= 1とする．図形 F の点P(z)が直線AB上に位置するような zの値は 2

つある．その値 z1と z2を求めよ．ただし，|z1| < |z2|とする．
(4) t 6= 1とする．2点 P1(z1)，P2(z2)を結ぶ線分の中点をM(m)として，m

の値を求めよ．また，P(z)が図形F の点であるとき，|z−m|の値を求め
よ．さらに，F はどのような図形を表すか．
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8 積分を用いて表される次の関数

Fn(x) =

∫ x

0

tn

n!
e−t dt

について，以下の問いに答えよ．ただし，0! = 1と定める．

(1) 部分積分を利用して，F2(x)をF1(x)を用いて表せ．同様に，F1(x)をF0(x)

を用いて表せ．

(2) F0(x)を計算し，積分を含まない式として表せ．その結果を利用して，F1(x)

を積分を含まない式として表せ．さらに，F2(x)を積分を含まない式とし
て表せ．

(3) n = 1のとき，Fn(x)を Fn−1(x)を用いて表せ．さらに，n = 0のとき，
Fn(x)を積分を含まない式として表せ．

(4) p(x) = xnとおくとき，k次導関数

p(k)(x) (k = 1, 2, · · · , n)

を求めよ．そして，

∫ x

0

tne−t dt = n!− e−x

n∑

k=0

p(k)(x)

が成り立つことを示せ．ただし，p(0)(x) = p(x)と定める．
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正解

1 (1) f(x) =
1

3
x3 − 1

2
x2 − 2x +

5

6
より

f ′(x) = x2 − x− 2 = (x + 1)(x− 2)

x · · · −1 · · · 2 · · ·
f ′(x) + 0 − 0 +

f(x) ↗ 極大 ↘ 極小 ↗

　

O

y

x

2
5
6 2

−5
2

y = f(x)

y = k

−1

よって 極大値 f(−1) = 2，極小値 f(2) = −5

2

また，3次方程式 f(x) = kが，異なる正の解を 2個，負の解を 1個もつ k

の値の範囲は，y = f(x)のグラフと直線 y = kの共有点の x座標が x > 0

の範囲に 2個と x < 0の範囲に 1個もつ範囲であるから

−5

2
< k <

5

6

(2) 0 < θ < πで tan θ = −2
√

2 < 0であるから
π

2
< θ < π · · · 1©

1 + tan2 θ =
1

cos2 θ
より 1 + (−2

√
2)2 =

1

cos2 θ
ゆえに cos2 θ =

1

9

1©より，cos θ < 0であるから cos θ = −1

3

これを cos2 θ

2
=

1 + cos θ

2
に代入すると cos2 θ

2
=

1

3

1©より，π

4
<

θ

2
<

π

2
であるから，cos

θ

2
> 0に注意して

cos
θ

2
=

1√
3
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(3) Sn = 6n− 2an (n = 1, 2, 3, · · · ) · · · (∗)
(∗)に n = 1を代入すると S1 = 6− 2a1

S1 = a1であるから a1 = 6− 2a1 これを解いて a1 = 2

n = 2のとき，an = Sn − Sn−1であるから，(∗)より

an = 6n− 2an − {6(n− 1)− 2an−1}

整理すると 3an = 2an−1 + 6 ゆえに an − 6 =
2

3
(an−1 − 6)

これから，数列 {an − 6}は初項−4，公比
2

3
の等比数列であるから

an − 6 = −4

(
2

3

)n−1

ゆえに an = 6− 4

(
2

3

)n−1

上式は，n = 1のときも成立するから，求める一般項は

an = 6 − 4

(
2

3

)n`1

(4) A(5, 2)，B(11, 10)，P(x, y)から

−→
AP = (x− 5, y − 2),

−→
BP = (x− 11, y − 10)

−→
AP·−→BP = 0であるから (x− 5)(x− 11) + (y − 2)(y − 10) = 0

したがって (x− 8)2 + (y − 6)2 = 25 · · · (∗)
よって，点 P(x, y)の軌跡は 中心 (8, 6)，半径 5の円

円 (∗)の中心をC，~r = (4, 3)とおくと，
−→
OC = 2~r，|~r| = 5 より，|−→OP|は

−→
OP =

−→
OC +~r = 3~r， すなわち，P(12, 9)のとき 最大値 3|~r| = 15

−→
OP =

−→
OC + (−~r) = ~r，すなわち，P(4, 3)のとき 最小値 |~r| = 5
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2 (1) 2点A(−a, a2)，B(a, 2a2)を通る直線の方程式は

y − a2 =
2a2 − a2

a− (−a)
(x + a) すなわち y =

a

2
x +

3

2
a2

線分ABの長さは (a > 0)

AB =
√
{a− (−a)}2 + (2a2 − a2)2 =

√
4a2 + a4 = a

√
4 + a2

(2) Cは下に凸であるから

S =

∫ 0

−a

(
a

2
x +

3

2
a2 − x2

)
dx +

∫ a

0

(
a

2
x +

3

2
a2 − 2x2

)
dx

=

∫ a

−a

(
a

2
x +

3

2
a2

)
dx−

∫ 0

−a

x2 dx−
∫ a

0

2x2 dx

=

[
a

4
x2 +

3

2
a2x

]a

−a

−
[

x3

3

]0

−a

−
[

2

3
x3

]a

0

= 2a3

(3) x < 0のとき，f(x) = x2より，f ′(x) = 2xであるから，`の方程式は

y − a2 = −2a(x + a) すなわち y = −2ax − a2

x = 0のとき，f(x) = 2x2より，f ′(x) = 4xであるから，mの方程式は

y − 2a2 = 4a(x− a) すなわち y = 4ax − 2a2

`とmの連立方程式を解いて D

(
a

6
, −4

3
a2

)

(4) 直線ABと直線 `が直交するから (a > 0)

a

2
·(−2a) = −1 ゆえに a = 1

このとき A(−1, 1)，B(1, 2)

(3)の結果から D

(
1

6
,−4

3

)

ゆえに AB =
√

5，AD =
7

6

√
5

したがって 4ABD =
1

2
AB·AD =

35

12

　

O

y

x

A

B

1−1

1

2

D(1
6
,−4

3
)

C m`

T

(2)の結果から S = 2 よって T = 4ABD− S =
35

12
− 2 =

11

12
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3 (1) 1 (3)を参照．

(2) θ =
α− β

2
とおくと，A = sin θであるから

(cos α− cos β)2 + (sin α− sin β)2

=2− 2(cos α cos β + sin α sin β)

=2− 2 cos(α− β) = 2− 2 cos 2θ

=2− 2(1− 2 sin2 θ) = 4 sin2 θ = 4A2

(3) 方程式から log2 x2 = log2 4|x− 2|
真数は正であるから x2 = 4|x− 2| > 0

(i) x > 2のとき x2 = 4(x− 2) ゆえに (x− 2)2 = −4

これを満たす実数 xは存在しない．

(ii) x < 2のとき x2 = 4(2− x) ゆえに (x + 2)2 = 12

x < 2に注意して x = −2± 2
√

3

(i),(ii)より x = −2 ± 2
√

3

(4) f(x) =

{
x2 + x (x < 0)

x (x = 0)
より f(0) = 0

lim
x→+0

f(x)− f(0)

x
= lim

x→+0

x

x
= 1,

lim
x→−0

f(x)− f(0)

x
= lim

x→−0

x2 + x

x
= lim

x→−0
(x + 1) = 1

よって f ′(0) = lim
x→0

f(x)− f(0)

x
= 1
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4 (1) 中心Cの座標 (x, y)は x = at, y = a

−→
CQ = a

(
cos(π

2
− t)

sin(π
2
− t)

)
= a

(
sin t

cos t

)
より

−→
OQ =

−→
OC +

−→
CQ =

(
at

a

)
+ a

(
sin t

cos t

)
=

(
a(t + sin t)

a(1 + cos t)

)

よって，点Qの座標 (x, y)は x = a(t + sin t), y = a(1 + cos t)

(2) Pの座標 (x, y)は，x = a(t− sin t)，y = a(1− cos t)であるから

−→vP = (a(1 − cos t), a sin t)

0 5 t 5 2πにおいて |−→vP| = a
√

(1− cos t)2 + sin2 t

= a
√

2(1− cos t) = 2a

∣∣∣∣sin
t

2

∣∣∣∣ = 2a sin
t

2

|−→vP|は t = π, すなわち, P(πa, 2a)のとき, 最大値 2a

t = 0, 2π, すなわち, P(0, 0), P(2πa, 0)のとき, 最小値 0

(3) (1)の結果から −→vQ = (a(1 + cos t), −a sin t)

ゆえに −→vP·−→vQ = a2(1− cos t)(1 + cos t)− a2 sin2 t = 0

(4) LP =

∫ 3π
2

π
2

|−→vP| dt =

∫ 3π
2

π
2

2a sin
t

2
dt =

[
−4a cos

t

2

] 3π
2

π
2

= 4
√

2a

0 5 t 5 2πにおいて |−→vQ| = a
√

(1 + cos t)2 + sin2 t

= a
√

2(1 + cos t) = 2a

∣∣∣∣cos
t

2

∣∣∣∣

|−→vQ| = a
√

(1 + cos t)2 + sin2 t = a
√

2(1 + cos t) = 2a

∣∣∣∣cos
t

2

∣∣∣∣ より

LQ =

∫ 3π
2

π
2

|−→vQ| dt =

∫ π

π
2

2a cos
t

2
dt−

∫ 3π
2

π

2a cos
t

2
dt

=

[
4a sin

t

2

]π

π
2

−
[

4a sin
t

2

] 3π
2

π

= 4(2 − √
2)a
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5 (1) f(x) =
1

3
x3 − x + 2より f ′(x) = x2 − 1 = (x + 1)(x− 1), f ′′(x) = 2x

x · · · −1 · · · 0 · · · 1 · · ·
f ′(x) + 0 − − − 0 +

f ′′(x) − − − 0 + + +

f(x) 極大 変曲点 極小

よって 極大値 f(−1) =
8

3
，極小値 f(1) =

4

3
，変曲点P(0, 2)

(2) (1)の結果から f ′(0) = −1 ゆえに `の傾きは−1，mの傾きは 1

`，mは点 P(0, 2)を通るから ` : y = −x + 2, m : y = x + 2

(3) C : y =
1

3
x3 − x + 2，m : y = x + 2の共有点の x座標は

1

3
x3 − x + 2 = x + 2 ゆえに x(x2 − 6) = 0

これを解いて x = 0, ±√6

F は右の図の斜線部分であるから

S =

∫ √
6

0

{
x + 2−

(
1

3
x3 − x + 2

)}
dx

=

∫ √
6

0

(
2x− 1

3
x3

)
dx =

[
x2 − 1

12
x4

]√6

0

= 3

　

O

y

x

P

Q

R

C

2 √
6−√6

` m

F

(4) (3)の図から，F を二等分する直線の方程式を y = ax + 2 (−1 < a < 1)

とおくと，この直線とCの共有点の x座標は

1

3
x3 − x + 2 = ax + 2 ゆえに x{x2 − 3(a + 1)} = 0

これを解いて x = 0, ±
√

3(a + 1)

S

2
=

∫ √
3(a+1)

0

{
ax + 2−

(
1

3
x3 − x + 2

)}
dx

3

2
=

∫ √
3(a+1)

0

{
(a + 1)x− 1

3
x3

}
dx

=

[
1

2
(a + 1)x2 − 1

12
x4

]√3(a+1)

0

=
3

4
(a + 1)2

したがって，
3

4
(a+1)2 =

3

2
を−1 < a < 1に注意して解くと a =

√
2− 1

よって，求める直線の方程式は y = (
√

2 − 1)x + 2
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6 (1) ~a，~bと同じ向きの単位ベクトルを，それぞれ~e，~fとおくと ~e =
~a

a
，~f =

~b

b

ゆえに
−→
OC = (OB cos θ)~e = (b cos θ)

~a

a
=

b cos θ

a
~a

−→
OD = (OA cos θ)~f = (a cos θ)

~b

b
=

a cos θ

b
~b

(2) (1)の結果から
−→
CB =

−→
OB−−→OC = ~b− b cos θ

a
~a

−→
DA =

−→
OA−−→OD = ~a− a cos θ

b
~b

−→
AQ = `

−→
CB，

−→
BQ = m

−→
DA および上の 2式から

−→
OQ =

−→
OA +

−→
AQ =

−→
OA + `

−→
CB

= ~a + `

(
~b− b cos θ

a
~a

)
=

(
1− b cos θ

a
`

)
~a + ~̀b · · · 1©

−→
OQ =

−→
OB +

−→
BQ =

−→
OB + m

−→
DA

= ~b + m

(
~a− a cos θ

b
~b

)
= m~a +

(
1− a cos θ

b
m

)
~b · · · 2©

~a，~bは 1次独立であるから

1− b cos θ

a
` = m, ` = 1− a cos θ

b
m

上の 2式からmを消去すると ` = 1− a cos θ

b

(
1− b` cos θ

a

)

したがって `(1− cos2 θ) = 1− a cos θ

b
すなわち ` =

b − a cos θ

b sin2 θ

これから m = 1− b cos θ

a
·b− a cos θ

b sin2 θ

= 1− cos θ(b− a cos θ)

a sin2 θ
=

a − b cos θ

a sin2 θ

(3)
−→
OQ = p~a + q~bは， 1©， 2©より p = m，q = `

よって p =
a − b cos θ

a sin2 θ
, q =

b − a cos θ

b sin2 θ

∠OAQ = ∠OBQ = 90◦より，OQは4AOBの外接円の直径である．

−→
OP =

1

2

−→
OQ より r =

1

2
p =

a − b cos θ

2a sin2 θ
, s =

1

2
q =

b − a cos θ

2b sin2 θ
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7 (1) F : t

∣∣∣∣z +
1

t

∣∣∣∣ =
1

t
|z − t| · · · (a)

(a)に z = tを代入すると，t > 0より

(左辺) = t

∣∣∣∣t +
1

t

∣∣∣∣ = t

(
t +

1

t

)
> 0, (右辺) = 0

(a)に z = −1

t
を代入すると，t > 0より

(左辺) = 0, (右辺) =
1

t

∣∣∣∣−
1

t
− t

∣∣∣∣ = t

(
1

t
+ t

)
> 0

よって，A(t)，B

(
−1

t

)
は，図形 F の点ではない．

(2) t = 1のとき F : |z + 1| = |z − 1|
F の点 zは 2点 (1)，(−1)から等距離にあるから，F は虚軸にある直線．

(3) (a)より，t2
∣∣∣∣z +

1

t

∣∣∣∣
2

=
1

t2
|z − t|2 であるから (t 6= 1)

t2
(

z +
1

t

)(
z +

1

t

)
=

1

t2
(z − t)(z − t)

(
t2 − 1

t2

)
zz +

(
t +

1

t

)
(z + z) = 0

zz +
t

t2 − 1
(z + z) = 0

∣∣∣∣z +
t

t2 − 1

∣∣∣∣
2

=
t2

(t2 − 1)2

∣∣∣∣z −
t

1− t2

∣∣∣∣ =
t

|1− t2| · · · (∗)

したがって，F は中心が
t

1− t2
で，半径

t

|1− t2| の円である．

よって，条件から z1 = 0, z2 =
2t

1 − t2

(4) (3)の結果から m =
z1 + z2

2
=

t

1 − t2
(∗)より |z − m| =

t

|1 − t2|
よって，F はmを中心とする半径 |m|の円である．



14

8 (1) 部分積分法により

F2(x) =

∫ x

0

t2

2!
e−t dt = −

∫ x

0

t2

2!
(e−t)′ dt

= −
[

t2

2!
e−t

]x

0

+

∫ x

0

t

1!
e−t dt = −x2

2!
e`x + F1(x),

F1(x) =

∫ x

0

te−t dt = −
∫ x

0

t(e−t)′ dt

= −
[

te−t

]x

0

+

∫ x

0

e−t dt = −xe`x + F0(x)

(2) F0(x) =

∫ x

0

e−t dt =

[
−e−t

]x

0

= 1 − e`x

上式および (1)の 2式の辺々を加えて整理すると

F2(x) = 1 − ex
(

x2

2!
+ x + 1

)

(3) (1)と同様に，部分積分法を用いると

Fn(x) =

∫ x

0

tn

n!
e−t dt = −

∫ x

0

tn

n!
(e−t)′ dt

= −
[

tn

n!
e−t

]x

0

+

∫ x

0

tn−1

(n− 1)!
e−t dt = −xn

n!
e`x + Fn`1(x)

Fk(x)− Fk−1(x) = −xk

k!
e−xであるから (k = 1, 2, · · · , n)

n∑

k=1

{Fk(x)− Fk−1(x)} = −
n∑

k=1

xk

k!
e−x

Fn(x)− F0(x) = −e−x

n∑

k=1

xk

k!
· · · (∗)

F0(x) = 1− e−xを (∗)の辺々に加えると

Fn(x)= 1 − e`x
n∑

k=0

xk

k!
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(4) p(x) = xnより p(k)(x) =
n!

(n − k)!
xn`k

(3)の結果から
∫ x

0

tn

n!
e−t dt = 1− e−x

n∑

k=0

xk

k!
∫ x

0

tne−t dt = n!− e−x

n∑

k=0

n!

k!
xk

ここで
n∑

k=0

n!

k!
xk =

n∑

k=0

n!

(n− k)!
xn−k =

n∑

k=0

p(k)(x)

よって
∫ x

0

tne−t dt = n!− e−x

n∑

k=0

p(k)(x)

解説 部分積分法により，次式が得られる．
∫

epx+qf(x) dx =
epx+q

p

{
f(x)− f ′(x)

p
+

f ′′(x)

p2
− f ′′′(x)

p3
+ · · ·

}
+ C

∫
e−x+qf(x) dx = −e−x+q {f(x) + f ′(x) + f ′′(x) + f ′′′(x) + · · · }+ C

本題は，上の第 2式を用いると
∫ x

0

e−tp(t) dt = −
n∑

k=0

[
e−tp(k)(t)

]x

0

=
n∑

k=0

p(k)(0)−
n∑

k=0

e−xp(k)(x)

p(x) = xnであるから p(k)(0) =

{
0 (k = 0, 1, 2, · · · , n− 1)

n! (k = n)

よって
∫ x

0

tne−t dt = n!− e−x

n∑

k=0

p(k)(x)

注意 ex = 1 +
∞∑

n=1

xn

n!
· · · (a)は，x 6= 0のとき，ex =

∞∑
n=0

xn

n!
· · · (b) と表記でき

るが，x = 0のとき，00の項が現れ不適切である (不定形)．そこで便宜的
に 00 = 1と定めておけば，(a)はすべての xについて (b)と表記できる．
大学数学では，このように「00 = 1」と定めて計算する流儀ある．

(∗)より，正確には，Fn(x) = 1− e−x− e−x

n∑

k=1

xk

k!
であるが，この便宜的

な流儀にならい，Fn(x) = 1− e−x

n∑

k=0

xk

k!
と表記してもよい．


